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研究成果の概要（和文）：本研究では，インタビューや参与観察による複数の事例研究をつうじて，次のような
ことを明らかにした。第一に，組織内で異なる業績指標を割り当てられた管理者間では，管理者間に生まれる業
績結果の違いが他の管理者への負い目を強めており，そのことが管理者に幅広い役割を引き受けさせたり，他の
管理者に対して共感的に配慮したりする行動を誘発することがわかった。第二に，NPOや町内会からなるネット
ワーク関係においては，専門家と住民との相互作用をつうじてコミュニティ能力を高めることによって，コミュ
ニティ課題に対する住民の参加を促し，ひいてはコミュニティ課題のアカウンタビリティを高められることがわ
かった。

研究成果の概要（英文）：Drawing on multiple case studies based on interviews and participant 
observation, this study finds the following. First, among managers with different performance 
measures, uneven performance results enhance their feeling of indebtedness to others. This 
indebtedness induce managers cooperative behaviors, for example, assuming wide roles and showing 
sensitivity to others. Second, community capacity encourages community members to involve community 
initiatives and then enhances NPO's accountability to community. To increase community capacity, 
interactions between NPO professionals and community members enhance community members' sense of 
community, commitment to community initiatives, their ability to solve problems, and access to 
community resources.

研究分野： 管理会計論

キーワード： 管理会計　関係性　事例研究　業績測定　管理会計担当者　非営利組織　日本企業　アカウンタビリテ
ィ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は，第一に，これまで日本企業に特徴的であるとされてきた管理会計実務を理論的に解明したこと
である。このことは，日本企業が今後さらにグローバルに事業を展開していくにあたって，内向きの合意形成に
陥るといった負の側面を克服し，コミュニケーションや協力関係の促進につなげる手がかりとなる。第二に，管
理会計分野ではこれまでほとんど研究されてこなかった高齢者福祉や社会福祉の領域を開拓したことである。こ
の領域では，複数組織の協働が求められており，専門家とコミュニティメンバーが協力的に管理会計システムの
設計・利用に関与することによって，幅広い住民の参加を促すことができることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本的な組織コンテクストから抽出された学習と創造の管理会計では，管理会計システムの

設計と利用をつうじて組織行為者間（組織単位間および組織構成員間）の伸縮的な分業が促進さ
れるとされてきた（廣本 2009）。しかし，こうした関係性のなかで管理会計システムがどのよう
に情報の流れを生み出すのかについては十分にわかっていなかった。 
近年の管理会計研究では，バランスト・スコアカードにおける非財務業績指標（藤野ほか 

2009），原価企画における目標利益（諸藤 2013），アメーバ経営における部門別採算（上總・澤
邉 2005）といった公式の情報が組織構成員間の伸縮的な分業関係を形成することが主張されて
きた。本研究は，これらの先行研究の知見を 2 つの点で発展させる。第一に，公式の情報の流れ
だけでなく，非公式の情報の流れを考慮に入れること，第二に，組織構成員間だけでなく，組織
境界を越えて，組織間や地域社会に広がる関係性にも焦点をあてることである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，管理会計の利用が組織内・組織間の関係性にどのような影響を与えるのか，

その関係性からどのように共通理解が形成されるのかを探索することである。 
 
３．研究の方法 
本研究は，日本企業および公共・非営利組織における事例ベースの経験的研究をつうじて定性

的なフィールドデータを収集・分析し，詳細な関係性の形成プロセスとそこでの管理会計の設
計・利用を明らかにしようとするものである。具体的な事例研究としては，以下の三つのプロジ
ェクトを遂行してきた。 
 
(1)  製造会社におけるミドルおよびロワーの管理者の業績測定に関する事例研究 
このプロジェクトは研究開始までにインタビュー等によるデータ収集は完了しており，研究

期間においては，先行研究の検討にもとづいて理論的な貢献を明確にすることに注力した。その
過程で，2018 年 2 月にフィンランドの Kari Lukka 教授を訪問し，文化心理学の分野で研究され
ている相互協調的自己観の概念を分析フレームワークとすることについて有益なフィードバッ
クを得ることができた。 
 
(2)  地域コミュニティでのアカウンタビリティに関する事例研究 
このプロジェクトでは，インタビュー，参与観察，内部文書からデータを収集した。インタビ

ューはコミュニティの関係者（介護専門家，社会福祉専門家，非営利組織管理者，コミュニティ
リーダー）に対して合計 21 回（1回平均約 45分）行った。また，11 回の非公式のコミュニティ
会議（上記の関係者が参加する）に参加し，参与観察を行った。 
 

(3)  外食チェーンにおける管理会計担当者の人材育成に関する事例研究 
この事例は，研究開始当初は想定していなかったものであり，2017 年 8 月からデータ収集に

着手している。27人の経理部門員または経理部門経験者へのインタビューを述べ 36 回（1回平
均約 45分）行った。また，経理部門員が出席する社内タスクフォースの会議に 19 回参加し，参
与観察を行った。 
 
(4)  ディスカッショングループの形成 
定性的な事例研究では，プロジェクトの早い段階から同僚研究者との議論をつうじて複数の

理論的なアイデアを検討・評価することが重要とされる（Suomala et al. 2014）。そうした機会
を得るために，国内で定性的研究を行う研究者とディスカッショングループを形成している。グ
ループでは，2017 年度に 5 回，2018 年度に 5 回，2019 年度に 6 回のグループ研究会を開催し，
定性的なデータからの理論構築について経験を共有した。 
 
４．研究成果 
 
(1)  製造会社の事例研究にもとづく研究成果 
このプロジェクトでは，日本企業のミドル管理者にみられる集団主義的な価値観に注目し，そ

うした価値観のもとで，業績指標がどのようにミドル管理者たちの役割認識に影響を与えてい
るかを考察した。集団主義的な価値観とは，関係性の構成員にとって何よりも関係を継続するこ
とが規範であり，その構成員はその関係性に溶け込み，そこで求められるタスクを果たすように
動機づけられていることである。こうした価値観をもつ者にとって，管理会計システムのなかで
割り当てられる業績指標は，関係性のなかで求められる目標像と結びついており，その期待に応
えようと職能横断的な幅広い役割を引き受ける行動を引き出すことがわかった。このような研
究成果は，これまで日本企業に特徴的であるとされてきた管理会計実務を理論的に解明するも
のであり，日本企業が今後さらにグローバルに事業を展開していくにあたって，コミュニケーシ
ョンや協力関係の促進につながるものである。 
 
(2)  地域コミュニティの事例研究にもとづく研究成果 



このプロジェクトでは，当該地域コミュニティにおいて，介護や福祉の専門家たちが高齢者の
移動問題を啓発するために立ち上げたコミュニティイニシアティブを調査した。2年間にわたる
イニシアティブのなかで，高齢者の移動問題に取り組んでいかなければならないという専門家
たちの問題意識が，次第にコミュニティリーダーたち，さらにはより幅広いコミュニティメンバ
ーにも浸透していった。 
専門家らは，コミュニティリーダーらとの協働をつうじて，イニシアティブの意義をコミュニ

ティメンバーに理解してもらうためのアカウンタビリティメカニズム（2 度のアンケート調査，
アンケート調査報告会，プロジェクト共同趣意書など）を開発していった。事例研究では，こう
したメカニズムの開発には，専門家とコミュニティ関係者との相互作用をつうじたコミュニテ
ィ能力（コミュニティ意識，コミットメント，問題解決能力，コミュニティ資源へのアクセス）
の向上が重要であることを明らかにした。 
事例研究に関連して，公共・非営利組織における関係性構築に関する文献を中心に文献調査を

行った。その結果，公共・非営利組織においては，地域住民やそのコミュニティとの関係構築と
いった従来のコントロール枠組みでは十分に説明できない課題があることがわかった。 
 
(3)  外食チェーンの事例研究にもとづく研究成果 
このプロジェクトをはじめるにあたって，文献調査を行い，日本企業全般の管理会計担当者を

めぐる歴史的・教育的コンテクストが，管理会計担当者と業務管理者との関係性にどのような影
響を与えたのかを考察した。歴史的には，管理会計担当者の起源の一つが工場にあり，そこでの
経験を重視するエンジニア的な思考が，業務管理者との密接なコミュニケーションを重視する
関係性を形成してきたことがわかった。また，現在でも，経理部門が事業部や工場などに分散し
ていることが，そこでの OJT やジョブローテーションをつうじて，管理会計担当者にとって業務
管理者との関係性を形成するスキルを身につける社内教育環境を提供していることがわかった。 
事例研究を行った外食チェーンでは，2年で他部署に異動するという頻繁なジョブローテーシ

ョンがみられ，専門能力の開発と幅広い経験の蓄積との間にテンションがみられた。経理部門に
異動してきた若手従業員の 1人は，経理部門への異動は意外なことと驚いており，元の営業部門
に戻るキャリアプランを描いていた。しかし，管理会計システムの導入に携わる経験を積んだこ
とによって，管理会計担当者として必要な全社的な視点を身につけるようになったことがわか
った。 
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